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研究成果の概要： 
居住域と倉庫をそれぞれ集めて離して建てる伝統的な集落形態において、倉の集まりを群倉と

いう。本研究は群倉の集落を調査することで、その発生要因を明らかにすることを目的とした。

一般的に火災予防の観点から語られていた群倉であるが、むしろ狭隘な地形に一つの要因があ

ると考えられる。また、耕作地への通いと広場的な作業空間の調査という、未解明であった群

倉について研究を深化させる道筋をつけられた。 
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１．研究開始当初の背景 
 「群倉」とは、集落各戸の倉が集落から離
れて、集まって立地することを表す用語であ
る。野村(1961)*1などにより、奄美大島の例
が知られる。しかし、国内に群倉型集落がど
れだけあり、どのような背景の下に形成され
たのか、またどのようにして姿を消しつつあ
るのかについて、体系的に研究されていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、伝統的集落景観の保全に向け
ての景観要素の抽出とその集落構造につい
て研究する。特に倉（伝統的木造倉庫建築）

の立地に着目することで、集落構造について
の新たな評価・分析手法を確立することを目
的としている。 
 
３．研究の方法 
 これまでの研究において倉の立地形態は、
主屋との位置関係に注目すると、大きく見て、
群倉・出倉・庭蔵(庭倉)・内蔵・建てぐるみ、
以上の５つに分類できる。群倉が主屋から最
も遠い位置に所在し、順に主屋に近づき、建
てぐるみは主屋と一体化している。倉の構造
としても、「倉」は板倉の場合が多く、「蔵」
は土蔵の場合が多い。 
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 その中の群倉形式については、情報収集を
行うことで、７地域が判明した。群倉形式の
判明した地域について、倉の建築図面、集落
の配置図の作成を目的とした実測調査を行 
う。 
 また、群倉の立地条件としては奄美大島大
和村を例に、既に幸田(1972)*2 によって、
「A：住家･集落から離れている。」「B：海岸･
河川･湿田の近くにある。」「C：風通しの良い
場所にある。」「D：比較的に農耕地の近くに
ある。」「E：農耕地に不適当な土地である。」
という５点が挙げられている。まずはこの５
点が、それぞれの地域でどのように該当して
いるのか分析し、その上で新たな視角から立
地条件を考察する。 
 
４．研究成果 
（１）奄美大島大和村  群倉の立地条件と
しては前述のように幸田(1972)によって、５
点の立地条件が挙げられ、場所の現況と特徴
が記されている。しかし、具体的な場所を図
示していない。そこで、村内の集落において
群倉がかつて所在した場所を聞き取り調査
し、立地特性の分析を行った。その結果、集
落によっては前述の５点のいずれかに該当
しない場合もあることが分かり、その中で共
通して該当するのは「E：耕作に不適当な土
地である」ことが分かった。また、墓地が類
似した立地条件であることも分かった。 
 つまり、大和村では面積の小さい集落内の
平地を有効に活用した結果、もしくは有効活
用を目的として、群倉が形成されたと考えら
れる。調査ではさらに、焼畑の存在と舟の利
用も聞き取ることができ、「D：比較的農耕地
の近くにある。」については、群倉と耕作地
の物理的な距離による分析ではなく、耕作地
へ通う上での利便性に注目することで、有力
な条件になりうる可能性を見いだすことが
できた。 
 
（２）下北半島  群倉の分布については、
佐井村磯谷、東通村尻屋などが報告され、近
年、むつ市永下など新たな報告例が見られて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いた。今回、むつ市・東通村・風間浦村を調
査した結果、多くの集落において、群倉の立
地を確認した。住宅地の拡大などにより、伝
統的な集落形態が埋もれつつあるものの、 
対馬と並んで群倉景観を良好にとどめる地
域と言える。 
 この地域の立地状況は、集落の地形によっ
て異なる。まず、多くの海岸沿いの集落は、
狭い海岸沿い居住域とその背後に耕作地と
なる台地がある。群倉は台地へ通じる道の緩
斜面を選んで建てられるか、台地上に建てら
れる。したがって、立地条件としては、「A：
住家･集落から離れている。」「D：比較的に農
耕地の近くにある。」が該当し、緩斜面に立
地する場合には「E：農耕地に不適当な土地
である。」が該当する。次に、内陸部の集落
では、集落と耕作地の境界に立地することが
多く、「D：比較的に農耕地の近くにある。」
が該当すると言える。但し、苗代となる場所
付近に建てる事例もあり、この場合は「B：
海岸･河川･湿田の近くにある。」「E：農耕地
に不適当な土地である。」に該当する。 
 下北半島では、群倉の見られる集落を地形
によって２つに分類することができた。この
ことにより、立地の類型や要因は、地域性で
はなく、集落を取り巻く地形によって決定さ
れると考えることができる。 
 
（３）檜枝岐村  東北地方の南端部、山間
に位置する集落である。奄美や下北半島とは
異なり、海岸からは遠いため、ここでは山間
の群倉立地として取り上げる。集落は川沿い
に所在し、道路も川に沿って延びる。群倉は
道路沿い、集落の入り口とも言える場所にあ
り、墓地と入り交じっている。立地条件とし
ては、「B：海岸･河川･湿田の近くにある。」
が該当する。しかし、山深い集落によく見ら
れたように、檜枝岐村でもかつては焼畑が見
られた。焼畑は遠隔地の耕作地に通うため、
集落の出入口を通過する。そのため、集落の
出入口に所在する群倉は、農耕地へのアクセ
スにおいて利便性が高いと言える。この点で
は奄美大島大和村と共通点を見いだすこと 

 

図 1：群倉の主な分布域 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ができる。 
 
（４）旧安曇村（松本市）大野川  檜枝岐
村と同様に、山間の集落として群倉立地を示 
す。ほとんどの家が、新たに通された道路沿
いに転居し、現在かつての集落は機能してい
ない。かつての居住域は尾根上にあり、川へ
と下る道路沿いに倉が集まる。立地の条件と
しては、「A：住家･集落から離れている。」「B：
海岸･河川･湿田の近くにある。」「D：比較的
に農耕地の近くにある。」「E：農耕地に不適
当な土地である。」が該当すると言える。注
目しておきたいのは、檜枝岐村と同様に、集
落から延びる道沿いに群倉が立地するとい
うことである。 
 
（５）対馬 奄美大島と同様に、集落の大半
は海岸沿いに所在する。群倉は、それほど居
住域から離れているわけではないが、明確に
分離している。特徴的なのは、作業場となる
広場を持つことが多い点である。 
 
まとめ 群倉はこれまで、その立地要因につ
いて火災予防の点から解説されることが多
かった。今回の調査を通じても、この点は否
定されるものではない。しかしながら、居住
域に隣接していた群倉もあり、火災予防は立
地の決定的要因と言うよりは一つの要因、あ
るいは一つの機能と考えられる。倉について
火災予防は重要な機能であることは間違い
なく、土蔵の発達がこのことをよく示す。し
かし、倉庫として土蔵ではなく板倉を用いる
地域において、必ずしも群倉を用いるわけで
はないことから、別の要因も視野に入れる必
要がある。火災予防であれば出倉立地でも対
応できる。むしろ、共通しているのは、「狭
隘な地形に所在する集落である。」、「集落 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
周辺に耕作地が少ないため、集落外の耕作地
に通う必要がある。」、「集落内に耕作に不向
きな土地がある。」という点である。つまり、 
地形と耕作形態に立地要因があると考えら 
れる。今回は、おもに地形について分析を行
ったが、対馬の事例に見る作業場を含めた耕
作形態や集落経営の様態について分析を行
うことで、群倉の立地要因やその景観復原が
可能になると見込まれる。 
 
注 

*1 野村孝文『南西諸島の民家』（相模書房,1961） 

*2 幸田博夫「奄美の高倉」（『大和村政だより』 

  大和村,1972） 

 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
 
〔雑誌論文〕（計２件） 
①黒坂貴裕、「栄耀普請土蔵の建築技法」、奈
良文化財研究所紀要、2007、p.56-57 

  査読無 
 
②小林久高，安藤邦廣，黒坂貴裕，濱定史，
柳和先，釜床美也子、「対馬における「コ
ヤ（板倉）」の建築構法の特性」、日本建築
学会技術報告集 第 26 号、2007、p.699-704
査読有 
 
 
 
〔その他〕 
黒坂貴裕、「秋田の蔵の見方・活かし方」秋
田大学講演会、2008 
 

図 2：檜枝岐村の群倉立地 
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